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1. はじめに 

台風22号は，令和7年10月8日～9日にかけて非常に強い勢力で八丈島に接近し，24時間降水量(356.5mm)，最大瞬間

風速(54.7m/s)において観測史上1位を記録した。また，令和7年10月12日～13日にかけて台風23号が連続的に接近し，

大雨・強風・高波をもたらした。台風22号・23号の影響により，八丈島東山を中心に崩壊・土石流が発生した。また，本台

風は北東方向からの強風が八丈島を直撃したことにより，風倒木が広範囲で発生した(図1)。本稿では，八丈島における

風倒木災害の実態・被災範囲をLPデータ等の空間情報を用いて調査した。また，GISを活用した風倒木形態の分離が可

能であるか検証した。 

2. 風倒木災害の実態 

2.1 風倒木の状況 

本災害の風倒木は，強風が直撃した八丈島東山の北東方向で多数確認さ

れた。また，風倒木の発生形態として根返りによる倒木に加えて，樹冠は消失

し、小枝は折れて、太い枝のみが残った樹木が存在した(以降、落葉した樹木

と示す)。さらに、根返りが発生した樹木の根茎を現地で確認したところ根茎は

横に広がっていることが確認された。 

2.2 オルソ画像による風倒木範囲の判読 

八丈島全域を対象に風倒木範囲の判読を行った。災害発生後の令和 7 年

11 月 19 日から 20 日に LP データ計測を実施し，ＬＰデータから作成されたオ

ルソ画像(解像度 10cm)より落葉した樹木・倒木について判読を行った。オル

ソ画像上では，落葉した樹木と倒木の分離が困難であったことから両者が含

まれる範囲を目視で判読した。図２に示すのは，オルソ画像から風倒木範囲

を抽出した結果である。算出された風倒木面積は八丈島全域で約 9.6ｋｍ2(島

全体の 14%程度)であった。 

3. 考察 

3.1 風倒木の実態に対する考察 

落葉した樹木が散見された点については強風により周囲の樹木同士がぶ

つかることで落葉が発生したと推測される。また，根茎が横長に広がった点

について火山堆積物であるスコリアが深く堆積しており，有機物を含む土壌

は表層部分(概ね50cm程度)にわずかであることから，樹木の根茎は薄く堆

積した土壌内で養分を確保するため横長に成長したと考えられる。既往研究

によると，伊豆大島での風倒木事例では風倒木が発生した樹木の根茎深

は，地表から50cm以下となっており，2)樹木の根茎の抵抗力が小さいことが

風倒木の発生に寄与していると考えられる。また，過去の実績等から，風倒

木が発生しやすい樹種については，主にスギ・ヒノキであることが過去の被

災実績から明らかとなっている1)。本災害で特に風倒木災害が顕著に確認さ

れた八丈島東山では，植生図を確認するとスダジイ二次林(常緑広葉樹)が

広がり，まばらにスギ・ヒノキ・サワラ植林(常緑針葉樹)が点在している。 

3.2 風倒木形態の分類 

(1) 分類手法 

2.2 にて，オルソ画像から落葉のみの樹木と倒木の分離は困難であったことから，令和 4 年，令和 7 年にそれぞ

れ作成された DSM(数値表層モデル：グリッド 1m×1m)から差分解析を行い，落葉のみの樹木と倒木の分離を試みた。

落葉のみの樹木の場合，葉のみが落ちているため DSM の差分解析値はまばらになる可能性があり，倒木が発生して

いる樹木については，根返りが発生しているため，部分的に差分解析値が大きくなると推測した。 

 判読面積（m2） 

東山 8,663,453 

西山 978,509 

合計 9,641,962 

 

図 1 風倒木の状況 

図 2 風倒木範囲の判読結果 

図 3 DSMを活用した倒木・落葉のみの樹木の分類 
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(2) 分類結果 

図 4 に差分解析結果を示す。また，代表地点(16 箇所)を設定し，倒木，落葉のみ，倒木・落葉なしに分類を行っ

た。それぞれの地点での差分値を集計すると倒木したエリアは差分値-10m 以上が多く占めている傾向にあり，落葉

した樹木は，差分値にばらつきがあることが把握された。代表地点の差分値集計結果より倒木判定の基準として，

-10m 以上が 4 割以上を占めている場合を閾値として便宜的に倒木エリアと区分した。 

(3) ブロック統計を用いた倒木面積の集計 

倒木や落葉した樹木は広範囲に広がっていることから，局所的に突出し

たデータが風倒木の影響であるかを検討するため，GIS の 1 機能であるブ

ロック統計(合計)を試行した。各セルを中心に 5m メッシュ 5 個×5m メッ

シュ 5 個の計 25 個のセルの差分値の合計を算出し，倒木・落葉のみの樹木

で設定した閾値を基に分類を行った。閾値については，図 7 に示す通りで

ある。なお，ブロック統計の検討結果を活用し，八丈島の土石流危険渓流

94 渓流を対象に流域内の「倒木」，「落葉による樹木」の面積を集計した。

図 8 に集計結果(上位 5 渓流)を示す。上位 5 渓流については，いずれも流

域面積が大きい渓流となっている。土石流危険渓流内の「倒木」・「落葉の

みの樹木」の面積割合は概ね近しい値であることも把握された。 

4. まとめ 

八丈島における風倒木災害の実態・被災範囲を LP データ等の空間情報を

用いて調査した。また，GIS を活用した風倒木形態の分離が可能であるか検

証した。机上からも風倒木形態の分離が概ね可能であることが確認された。

今後の展望として，流域内に堆積した風倒木は流木化するリスクが高く，

二次災害として下流の橋梁等をトラブルスポットとした河道閉塞に繋がる

可能性があるため，早急な対策が求められる。また，倒木の根茎は今後腐

食していくため，斜面安定への寄与は徐々に減少していくと想定される。

落葉のみの樹木については葉が回復する等，被災前の状況まで再生すれば

問題がないが，再生しない場合，根の腐朽が進み斜面が不安定となる。今

後は衛星画像を活用した植生状況の確認や，倒木・落葉した樹木の詳細な現

地確認等，長期的なスケールで植生回復のモニタリングを実施する必要があると考える。 
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2-D017 大川（4位） 

127,400m2 

倒木:53,400m2 

落葉した樹木: 

74,000m2 

 

2-D011 鴨川（2位） 

150,200m2 

倒木:71,600m2 

落葉した樹木: 

78,600m2 

3-D012  

桑谷ヶ洞（1位） 

150,700m2 

倒木:55,800m2 

落葉した樹木: 

94,900m2 

 

 

3-D016 角尻川（3位） 

131,900m2 

倒木:58,500m2 

落葉した樹木: 

73,400m2 

 

3-D020 名古川（5 位） 

114,700m2 

倒木:43,300m2 

落葉した樹木: 

71,400m2 
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図 4 差分解析結果(R7-R4) 図 5 倒木の差分値の割合 

図 7 倒木・落葉のみの樹木分離イメージ 

図 8 風倒木範囲の算出結果(上位 5 渓流) 

図 6 落葉のみ樹木の差分値の割合 

③落葉したエリア

→全体-①－②

①倒木のエリア
→差分値が－10m以上が40％以上
→ブロック統計（5×5）が-100以下
（5×5×-10×0.4）

②倒木、落葉がないエリア
→差分値が－1m以上が90％以上
→ブロック統計（5×5）が-25以下
（5×5×-1）
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